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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パイプ継手であって、
　継手基体と、
　前記継手基体の基体筒部から伸張され、パイプの内周面に嵌め込まれる内筒と、
　該内筒の外面に嵌め込まれたＯ－リングと、
　前記基体筒部からの前記内筒の伸張部であり、前記パイプが前記内筒に完全に差し込ま
れた際に前記パイプの先端部が当接される段部と、
　前記基体筒部の前記段部側に設けられた抜け防止用環状突起部と、
　前記抜け防止用環状突起部を越えて前記基体筒部に、下式で算出される圧入代Ｐが３～
５％の範囲内で圧入され、前記パイプの先端が前記段部に到達したことを目視可能とし、
降伏点伸びが５％以上である無色透明な樹脂カラーと、
　前記樹脂カラーの先端に配置され、前記パイプを保持するパイプ保持部材と、
　前記樹脂カラーの先端に配置される開放リングと、
　前記樹脂カラー、前記パイプ保持部材及び前記開放リングの少なくとも一部を覆って前
記樹脂カラーに装着されたスリーブと、
　を有するパイプ継手。
　　　Ｐ＝{（Ａ－Ｂ）／Ｂ}×１００（％）
　ここに、
　Ａ：基体筒部の段部側に設けられた抜け防止用環状突起部の外径（ｍｍ）
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　Ｂ：樹脂カラーの内径（ｍｍ）
【請求項２】
　前記無色透明の樹脂が微結晶性ポリアミドである請求項１に記載のパイプ継手。
【請求項３】
　前記継手基体がＰＰＳ樹脂製である請求項１又は２に記載のパイプ継手。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はパイプ継手の改良に関するものであり、パイプが完全に継手内に差し込まれた
か否かを容易に判断できるパイプ継手に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、集合住宅や戸建住宅における給水・給湯配管として例えばポリブテンや架橋ポリ
エチレン等の樹脂製の可撓管（以下、単にパイプという）が用いられる技術が開発されて
いる。かかるパイプのヘッダ－或いは各種器具との間の接続にあっては、パイプ表面に接
して止水するＯ－リングと、パイプの外表面に食い込んで水圧が掛かった際に継手からパ
イプが抜けるのを阻止するパイプ保持部材（以下、単に保持材という）とを内蔵した継手
が用いられている（特許文献１）。
【０００３】
　しかるに、保持材は勿論であるが、Ｏ－リングも又パイプの表面に緊密に接触する必要
があることから、継手内にパイプを差し込む際にかなりの差し込み抵抗がある。従って、
この差し込み抵抗が大きいと、パイプが継手内に完全に差し込まれたものと勘違いし、不
完全のまま使用に供されてしまうというケ－スがあり、かかる不完全な差し込みが漏水の
発生の大きな因子となっている。
【０００４】
　このため、常日頃から現場作業者に注意を促してはいるが、十分ではない。かかる点に
つき、パイプの外表面に先端より差し込み長さ分だけインジケ－タラインを引いた例もあ
るがそれでも間違いが生じる。
【０００５】
　このため、パイプの差し込みを目視できる管継手が開発されているが、主として監視孔
が中心であり、樹脂カラーの具体例は特には記載がない（特許文献２）。
【特許文献１】
特開平１１－１１８０８１号公報
【特許文献２】
特開２００２－５３７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は以上の欠点を解決するためになされたものであり、継手内にパイプが完全に差
し込まれたか否かを容易に判断することができるパイプ継手を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
［０００７］　本発明は以上の課題を解決するために以下の構成としたものである。即ち
、パイプの表面に接して止水するＯ－リングと、パイプの外表面に食い込んで水圧が掛か
った際に継手からパイプが抜けるのを阻止するパイプ保持部材と、を備え、パイプ継手内
に完全に差し込まれた際のパイプの先端位置に対応するパイプ継手の部分が、当該パイプ
の先端が目視可能な透明性の高い樹脂にて構成されたことを特徴とするパイプ継手に係る
ものである。
【０００８】
　これを更に具現化すれば、パイプ継手が、継手基体と、前記継手基体の基体筒部から伸
張され、パイプの内周面に嵌め込まれる内筒と、該内筒の外面に嵌め込まれたＯ－リング



(3) JP 4956183 B2 2012.6.20

10

20

30

40

50

と、前記基体筒部からの前記内筒の伸張部であり、前記パイプが前記内筒に完全に差し込
まれた際に前記パイプの先端部が当接される段部と、前記基体筒部の前記段部側に設けら
れた抜け防止用環状突起部と、前記抜け防止用環状突起部を越えて前記基体筒部に、下式
で算出される圧入代Ｐが３～５％の範囲内で圧入され、前記パイプの先端が前記段部に到
達したことを目視可能とし、降伏点伸びが５％以上である無色透明な樹脂カラーと、前記
樹脂カラーの先端に配置され、前記パイプを保持するパイプ保持部材と、前記樹脂カラー
の先端に配置される開放リングと、前記樹脂カラー、前記パイプ保持部材及び前記開放リ
ングの少なくとも一部を覆って前記樹脂カラーに装着されたスリーブと、を有することを
特徴とするパイプ継手に係るものである。
　　　Ｐ＝{（Ａ－Ｂ）／Ｂ}×１００（％）
　ここに、
　Ａ：基体筒部の段部側に設けられた抜け防止用環状突起部の外径（ｍｍ）
　Ｂ：樹脂カラーの内径（ｍｍ）
【発明の効果】
［０００９］　本発明にあって、差し込まれたパイプの先端位置に対応してパイプ継手の
少なくとも一部を透明な樹脂にて構成したものであり、作業者が目視により差し込みが完
全であるか否かが簡単に判断できることとなったものであり、差し込み時の作業ミスによ
る漏水の発生が極めて低減したものである。
【図面の簡単な説明】
［００１０］［図１］図１は、本発明の一実施形態に係るパイプ継手の片側断面図である
。
［図２］図２は、図１の分解断面図である。
［図３］図３は、本発明の別の実施形態に係るパイプ継手の片側断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
［００１１］　継手内に差し込まれたパイプが所定の位置まで差し込まれたか否かを目視
にて確認することができるパイプ継手を実現した。
【実施例】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態にかかるパイプ継手を、図面をもって説明する。
【００１３】
　図１はかかるパイプ継手１の片側断面図であり、図２はその分解図である。２はパイプ
継手基体、３はパイプ継手基体から伸びる内筒、４は円筒形の樹脂カラー、５はスリーブ
である。２及び３は砲金よりなっており、４はトロガミドＣＸ７３２３にて形成された透
明なカラーである。５はポリアセタ－ル製のスリーブである。
【００１４】
　パイプ継手基体２と樹脂カラー４とは通常は圧入して固定されるものであり、樹脂カラ
ー４とスリーブ５は、圧入（場合によっては螺着）にて固定するものである。なお、１０
はパイプである。
【００１５】
　内筒３には周溝３ａが２本その表面に形成されており、ここにＯ－リング６が嵌め込ま
れている。７はパイプ１０の外表面に食い込んでなるパイプ保持部材であり、その爪によ
ってパイプ１０の抜け出しを規制するものである。又、８は開放リングであり、パイプ１
０を抜き出す際に用いられる。この開放リング８をパイプ継手１の内側に押すことによっ
てパイプ保持部材７の爪がパイプの外表面に食い込んでいるのを解除し、その状態を保持
しつつパイプを引っ張って抜くものである。
【００１６】
　パイプ１０に内筒３を挿入し、パイプ１０の先端がＯ－リング６を乗り越える。そして
、更にパイプ１０が差し込まれると、樹脂カラー４にてその先端が目視できるようになる
。これにより、パイプ１０の先端が内筒３の最深部に形成された段部３ｂに到達したこと
が確認され、差し込みが完全となったことが目視できるものである。
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【００１７】
　さて、圧入代（％）は、｛（Ａ－Ｂ）／Ｂ｝×１００にて示されるものであり、圧入代
が３～５％で継手として必要な引張性、熱間クリ－プ性をクリア－するものである。
【００１８】
　次に、本発明の実施形態にかかるパイプ継手１の別例について説明する。なお、第１実
施形態と基本的に同一の構成・作用については第１実施形態と同一の符号を付してその説
明を省略する。
【００１９】
　図３は本発明の実施形態にかかるパイプ継手の別例が片側断面図にて示されている。本
実施例は、第１実施形態と基本的に同様の構成であるが、以下の点で異なる。
【００２０】
　上記の第１実施形態と同様、２はパイプ継手基体、３はパイプ継手基体から伸びる内筒
、４は円筒形の樹脂カラー、５はスリーブである。また、２０はスリーブ５の内周に形成
された傾斜壁であり、２０ａは該傾斜壁２０に形成された段部である。段部２０ａには、
金属製の保護リング３０が装着されている。
【００２１】
　本実施例では、パイプ継手基体２が側面視にて略コ字状に形成され、樹脂カラー４の上
面（すなわち、図３において上側の面）を覆うようになっている。すなわち、パイプ継手
基体２と樹脂カラー４とが圧入により固定されるとき、樹脂カラー４の一部が、パイプ継
手基体２の凹部に嵌り込むように構成されている。これにより、樹脂カラー４の保護のみ
ならず、パイプ継手１の全体的な強度が向上されている。
【００２２】
　内筒３の表面に形成された周溝には、Ｏ－リング６が嵌め込まれている。７はパイプ１
０の外表面に食い込んでなるパイプ保持部材であり、その爪によってパイプ１０の抜け出
しを規制するものである。
【００２３】
　また、８は開放リングであり、パイプ１０を抜き出す際に用いられる。この開放リング
８をパイプ継手１の内側に押すことによってパイプ保持部材７の爪がパイプの外表面に食
い込んでいるのを解除し、その状態を保持しつつパイプを引っ張って抜くものである。
【００２４】
　また、スリーブ５の傾斜壁２０の段部２０ａに保護リング３０が装着されているため、
パイプ１０がパイプ継手１から引き抜かれる方向（図３において右方向）に引っ張られた
場合、パイプ保持部材７と開放リング８とが当接し、パイプ１０とともにパイプ継手１の
パイプ引き抜き方向へ移動する。しかし、パイプ保持部材７の外周傾斜面が保護リング３
０と当接し、スリーブ５の内周傾斜面とは接触しない。これにより、スリーブ５が樹脂製
であっても、内周の傾斜面２０が損傷するのを防止できる。
【００２５】
　他は図１の場合と同様であり、ここでは省略する。
【００２６】
　以上の通り、本発明のパイプ継手は、継手内に差し込まれたパイプが所定の位置まで差
し込まれたか否かを目視にて確認することができることとなったものである。このため、
具体的構成にあっては、パイプの先端位置に対応してこれが目視できるように透明な環状
の樹脂カラーをパイプ継手の一部として組み込んだものである。継手全体を透明性の高い
樹脂にて構成することができることは勿論であるが、いずれにしろ、パイプの先端位置を
目視できることを最大の効果とするものである。
［００２７］　本発明において、シール機構は通常Ｏ－リングにて行われるが、差し込ま
れるパイプの内表面をもってシールしても、外表面をもってシールしてもよく、上記のパ
イプ継手の実施例はパイプの内表面をもってシールする例をより具現化した構造としたも
のである。
［００２８］　この種のパイプ継手は、通常は金属製或いは樹脂製であるが、軽量化、成
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形のしやすさ、コスト等の面から樹脂製のものも採用可能であり、例えば、ＰＰＳ製、ポ
リアミド製、ポリブテン製、ＰＰ製のもので射出成形等によって得られる。
［００２９］　目視に用いられる部材は透明な樹脂にて製造される。しかるに、継手基体
と透明性の高い樹脂を固定するには、通常は圧入の手段が用いられるが、３～５％の圧入
代がないと引張性、熱間クリープ性等の強度が十分でない。従って、ここで用いられる透
明性のある樹脂は、特に樹脂の降伏点伸びが５％以上、好ましくは７％の材料でないと用
いられないことが判明した。この点から考察すると、ガラス等にて補強された樹脂材料は
伸びがなく圧入の作業時に割れが生じてしまうという大きな欠点がある。一般には２～３
％で割れが発生する。
［００３０］　透明な樹脂としてはＰＳＵ（ポリサルフォン）、ＰＰＳＵ（ポリフェニル
サルフォン）、ＰＥＳ（ポリエーテルサルフォン）、変性ＰＰＥ（変性ポリフェニレンエ
ーテル）、ＰＥＩ（ポリエーテルイミド）、ＰＣ（ポリカーボネート）等の、耐熱性、透
明性を有する樹脂が一般的であり、これらの非結晶性樹脂にあって、例えばＰＰＳＵが場
合によっては採用されるが、現場施工時に使用される潤滑剤に含まれる界面活性剤成分と
樹脂内の応力により環境応力割れを起こす不具合がある。
［００３１］　また、ＰＳＵ、ＰＰＳＵ、ＰＥＳ、ＰＰＥ等の樹脂は無着色の透明ではあ
るが、自然の状態で琥珀色等を呈している。そのため、パイプの色が認識し難く、継手本
体の内筒等と見誤ることがあり、施工状態の確認が不十分となる可能性がある。
［００３２］　そこで、本発明における透明な樹脂に要求される圧入の設計要件、即ち材
料の伸び、耐ストレスクラック性を満足する樹脂、具体的には、降伏点伸びが大きく（６
％以上）、３～５％の圧入代で引張性、熱間クリープ性を満足し、なおかつ無着色の状態
で無色透明である樹脂として微結晶性ポリアミドが特に選択されるものである。
［００３３］　即ち、微結晶性ポリアミド樹脂は環境応力割れの発生はなく、圧入に必要
となる伸び、樹脂の透明性、耐熱クリープ性能、環境応力割れに対する耐久性の面から全
ての要求性能を満たすものである。尚、圧入代については前述［００１７］の通りである
。また、微結晶性ポリアミドは無着色の状態では無色透明であるので、パイプの色の認識
が容易であり、継手本体の内筒等と見誤ることがなく、施工状態の確認には更に好適な樹
脂であるといえる。
［００３４］本発明の透明性樹脂に好適な微結晶性ポリアミドとして、ダイセルデグサ社
製のポリアミド樹脂（トロガミドＣＸ７３２３）が特に例示される。この樹脂は無色透明
で、耐薬品性、耐衝撃性、耐候性、寸法安定性に極めて優れた樹脂で、通常は、射出成形
にて係る部材が成形され、継手の条件を全て満足する樹脂である。
【産業上の利用可能性】
［００３５］本発明のパイプ継手にあっては、その差し込みが目視可能となったものであ
り、樹脂パイプのみならずあらゆるパイプの継手に適用可能であり、その利用範囲は極め
て広い。
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